
  

 

日
本
国
際
政
治
学
会
『
国
際
政
治
』
独
立
論
文
投
稿
原
稿
審
査
要
領 

 

一 
 

独
立
論
文
小
委
員
会 

独
立
論
文
投
稿
原
稿
の
審
査
を
公
正
か
つ
迅
速
に
行
う
た
め
、
編
集
委
員
会
の
中
に
独
立
論
文
小
委
員

会
を
設
置
す
る
。
独
立
論
文
小
委
員
会
は
、
編
集
委
員
会
主
任
、
副
主
任
二
名
の
三
名
で
構
成
さ
れ
る
。 

 

二 
 

投
稿
論
文
の
受
理 

独
立
論
文
担
当
副
主
任
は
、
執
筆
要
項
の
規
定
に
従
っ
て
投
稿
さ
れ
た
論
文
原
稿
が
以
下
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
受
理
す
る
。 

⑴  

会
員
資
格
の
確
認
。
最
新
の
会
員
名
簿
に
基
づ
き
、
投
稿
者
が
会
員
か
否
か
の
確
認
を
す
る
。
投
稿

者
名
が
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
一
橋
大
学
事
務
所
に
確
認
す
る
。 

⑵  

内
容
の
確
認
。
投
稿
論
文
の
内
容
が
『
国
際
政
治
』
に
ふ
さ
わ
し
い
か
、
例
え
ば
「
書
評
論
文
」「
書

評
」
「
エ
ッ
セ
イ
」
と
い
っ
た
も
の
に
あ
た
ら
な
い
か
、
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 

⑶  

形
式
の
確
認
。
投
稿
論
文
の
長
さ
、
英
文
サ
マ
リ
ー
の
添
付
等
の
形
式
的
な
体
裁
が
執
筆
要
領
に
適

合
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 

 

三 
 

レ
フ
ェ
リ
ー
の
選
定 

独
立
論
文
担
当
副
主
任
は
、
受
理
さ
れ
た
投
稿
原
稿
を
主
任
お
よ
び
他
の
副
主
任
に
送
付
し
、
独
立
論

文
小
委
員
会
で
レ
フ
ェ
リ
ー
二
名
の
選
定
を
行
う
。
レ
フ
ェ
リ
ー
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て

以
下
の
基
準
に
従
う
。 

⑴  

当
該
分
野
あ
る
い
は
そ
の
近
接
分
野
を
専
門
と
す
る
こ
と
。 

⑵  

会
員
で
あ
る
こ
と
。 

⑶  

投
稿
者
の
指
導
教
員
で
は
な
い
こ
と
。 

⑷  

投
稿
者
と
所
属
を
異
に
す
る
こ
と
。 

⑸  

頻
繁
に
レ
フ
ェ
リ
ー
を
務
め
て
い
な
い
こ
と
。 

 

四 
 

レ
フ
ェ
リ
ー
へ
の
就
任
依
頼
と
審
査
依
頼 

独
立
論
文
担
当
副
主
任
は
、
独
立
論
文
小
委
員
会
が
選
定
し
た
レ
フ
ェ
リ
ー
に
就
任
を
依
頼
し
、
応
諾

の
場
合
に
投
稿
原
稿
を
送
付
す
る
。
レ
フ
ェ
リ
ー
に
は
、
原
則
と
し
て
審
査
期
間
一
ヶ
月
で
依
頼
し
、
一

ヶ
月
を
過
ぎ
て
も
審
査
結
果
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
場
合
に
は
、
催
促
す
る
。
投
稿
者
と
レ
フ
ェ
リ
ー
の
間
、

レ
フ
ェ
リ
ー
間
は
相
互
に
匿
名
性
を
厳
守
し
、
審
査
の
全
容
は
、
独
立
論
文
小
委
員
会
の
み
が
把
握
す
る
。 



  

 
五 

 
レ
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
判
定 

投
稿
原
稿
の
判
定
は
、
具
体
的
な
判
定
理
由
お
よ
び
修
正
条
件
を
示
し
て
、
左
記
の
四
段
階
で
行
う
よ

う
に
レ
フ
ェ
リ
ー
に
求
め
る
。 

（
Ａ
）
本
投
稿
原
稿
は
、
「
判
定
理
由
お
よ
び
修
正
条
件
」
（
下
記
も
し
く
は
別
紙
に
修
正
す
べ
き
箇
所
を

記
し
て
く
だ
さ
い
）
に
示
し
た
よ
う
に
、
無
修
正
あ
る
い
は
若
干
の
形
式
的
な
修
正
を
加
え
る
こ
と
で
、

掲
載
し
て
良
い
。 

（
Ｂ
）
本
投
稿
原
稿
は
、「
判
定
理
由
お
よ
び
修
正
条
件
」（
下
記
も
し
く
は
別
紙
に
修
正
す
べ
き
問
題
点
、

箇
所
等
を
、
具
体
的
に
示
し
て
下
さ
い
）
で
示
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
修
正
を
行
っ
た
上
で
再
提
出
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
上
記
の
点
が
修
正
さ
れ
て
い
る
と
独
立
論
文
小
委
員
会
が
判
断
す
る
場
合

に
は
、
掲
載
可
で
あ
る
と
判
定
す
る
。 

（
Ｃ
）
本
投
稿
原
稿
は
、「
判
定
理
由
お
よ
び
修
正
条
件
」（
下
記
も
し
く
は
別
紙
に
修
正
す
べ
き
問
題
点
、

箇
所
等
を
、
具
体
的
に
示
し
て
下
さ
い
）
に
示
し
た
よ
う
に
、
大
幅
な
修
正
が
必
要
で
あ
る
。
再
提
出
さ

れ
た
原
稿
の
掲
載
の
可
否
は
再
投
稿
原
稿
を
改
め
て
審
査
し
て
判
定
す
る
。 

（
Ｄ
）
本
投
稿
原
稿
は
、
「
判
定
理
由
お
よ
び
修
正
条
件
」
（
下
記
も
し
く
は
別
紙
に
理
由
を
示
し
て
下
さ

い
）
に
示
し
た
理
由
に
よ
り
掲
載
不
可
と
す
る
。 

 

六 
 

最
終
判
定 

投
稿
原
稿
に
対
す
る
最
終
判
定
は
、
レ
フ
ェ
リ
ー
二
名
の
判
定
結
果
に
基
づ
き
、
独
立
論
文
小
委
員
会

が
別
途
定
め
る
判
定
基
準
に
よ
り
下
す
も
の
と
す
る
。
レ
フ
ェ
リ
ー
二
名
の
判
定
が
大
き
く
食
い
違
っ
た

場
合
に
は
、
独
立
論
文
小
委
員
会
は
第
三
の
レ
フ
ェ
リ
ー
に
審
査
を
依
頼
し
て
、
そ
の
判
定
結
果
も
参
考

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
編
集
委
員
会
に
よ
る
投
稿
原
稿
の
採
否
の
最
終
決
定
は
、
独
立
論
文
小
委
員
会

の
最
終
判
定
を
も
っ
て
あ
て
る
。 

 

七 
 

投
稿
者
へ
の
通
知 

投
稿
者
に
は
、
右
記
五
に
掲
げ
た
四
段
階
の
判
定
基
準
を
示
し
た
上
で
、
判
定
の
結
果
が
そ
の
う
ち
の

ど
れ
に
あ
た
る
か
を
通
知
す
る
。
必
要
に
応
じ
て
、
レ
フ
ェ
リ
ー
の
意
見
や
条
件
を
参
考
に
し
つ
つ
、
独

立
論
文
小
委
員
会
と
し
て
の
コ
メ
ン
ト
を
送
付
す
る
。 

 

八 
 

再
投
稿
と
再
投
稿
原
稿
の
判
定 

独
立
論
文
小
委
員
会
は
、
投
稿
者
に
対
し
て
原
稿
の
再
投
稿
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
再
投
稿
は
原

則
と
し
て
一
回
に
限
り
認
め
る
こ
と
と
す
る
。
原
稿
が
再
投
稿
さ
れ
た
場
合
の
扱
い
は
左
記
の
よ
う
に
分

か
れ
る
。 

⑴  

最
終
判
定
Ｂ
の
場
合
、
再
投
稿
原
稿
が
修
正
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
独
立
論
文
小
委
員



  

会
に
お
い
て
判
定
す
る
。
こ
の
際
、
独
立
論
文
小
委
員
会
は
、
以
前
に
審
査
を
行
っ
た
レ
フ
ェ
リ
ー
に
再

度
審
査
を
依
頼
し
、「
掲
載
可
（
Ａ
）
」
ま
た
は
「
掲
載
不
可
（
Ｄ
）
」
の
判
断
を
求
め
、
そ
の
結
果
を
参
考

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

⑵  

最
終
判
定
Ｃ
の
場
合
、
再
投
稿
原
稿
は
、
以
前
に
審
査
を
行
っ
た
レ
フ
ェ
リ
ー
に
再
度
審
査
を
依
頼

し
、「
掲
載
可
（
Ａ
）
」
ま
た
は
「
掲
載
不
可
（
Ｄ
）
」
の
判
断
を
求
め
る
。
最
終
判
定
は
、
右
記
六
に
従
う
。 

 

九 
 

掲
載
の
手
続
き
お
よ
び
印
刷
会
社
へ
の
入
稿 

「
掲
載
可
（
Ａ
）
」
の
最
終
判
定
を
受
け
た
原
稿
は
、
必
要
に
応
じ
て
形
式
的
な
修
正
を
投
稿
者
に
求
め

て
、
独
立
論
文
の
完
成
原
稿
と
み
な
す
。
掲
載
順
序
は
、
原
則
と
し
て
、
「
掲
載
可
（
Ａ
）
」
の
判
定
が
出

た
原
稿
が
受
理
さ
れ
た
順
序
と
す
る
。
掲
載
号
は
、
編
集
委
員
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。
掲
載
号
の
編
集

時
期
に
合
わ
せ
て
、
独
立
論
文
担
当
副
主
任
は
完
成
原
稿
（
図
表
、
英
文
サ
マ
リ
ー
を
含
む
）
を
印
刷
会

社
に
入
稿
す
る
。 

 

一
〇 

 

同
一
執
筆
者
に
よ
る
投
稿
原
稿
の
扱
い 

『
国
際
政
治
』
に
、
過
去
二
年
以
内
に
掲
載
さ
れ
た
か
、
掲
載
が
予
定
さ
れ
て
い
る
論
文
の
執
筆
者
と

同
一
人
物
に
よ
る
投
稿
原
稿
が
「
掲
載
可
（
Ａ
）
」
の
最
終
判
定
を
受
け
た
場
合
、
「
同
一
執
筆
者
の
原
稿

が
『
国
際
政
治
』
に
掲
載
さ
れ
る
の
は
、
二
年
間
に
一
回
限
り
（
学
生
会
員
の
み
一
年
間
に
一
回
限
り
）

と
す
る
。
」
と
の
規
定
に
従
い
、
編
集
委
員
会
が
掲
載
号
を
決
め
る
。
こ
の
規
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
過
去

一
年
以
内
に
刊
行
さ
れ
た
『
国
際
政
治
』
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
か
、
特
集
論
文
の
投
稿
が
す
で
に
予
定

さ
れ
て
い
る
者
の
投
稿
原
稿
は
受
理
し
な
い
。
ま
た
、
「
掲
載
不
可
（
Ｄ
）
」
の
最
終
判
定
を
受
け
た
投
稿

者
が
実
質
的
に
同
一
の
内
容
と
判
断
で
き
る
論
文
原
稿
を
再
投
稿
し
て
き
た
場
合
、「
一
事
不
再
議
」
と
し

て
、
そ
の
投
稿
原
稿
は
受
理
し
な
い
。 

 
以
上 

 

（
二
〇
〇
三
年
二
月
一
八
日
編
集
委
員
会
制
定
） 

（
二
〇
〇
四
年
五
月
二
二
日
編
集
委
員
会
改
定
） 

（
二
〇
一
七
年
九
月
一
七
日
理
事
会
改
定
） 

（
二
〇
二
〇
年
三
月
二
二
日
理
事
会
改
定
） 

（
二
〇
二
五
年
六
月
七
日
理
事
会
改
定
） 

 


	一　　独立論文小委員会
	二　　投稿論文の受理
	三　　レフェリーの選定
	四　　レフェリーへの就任依頼と審査依頼
	五　　レフェリーによる判定
	六　　最終判定
	七　　投稿者への通知
	八　　再投稿と再投稿原稿の判定
	九　　掲載の手続きおよび印刷会社への入稿
	一〇　　同一執筆者による投稿原稿の扱い

